
特集新しい時代のまちづくり

1.　はじめに

経済発展が進み，人々の生活は便利で豊かにな
った一方で，解決すべき社会課題は複雑化し，デ
ジタル化の潮流は，これらの社会課題の解決に向
けた 1 つの大きな希望となっている。

政府においては，狩猟社会（Society 1.0），農
耕社会（Society 2.0），工業社会（Society 3.0），
情報社会（Society 4.0）に続く「サイバー空間と
フィジカル空間を高度に融合させたシステムによ
り，経済発展と社会的課題の解決を両立する人間
中心の社会」として，Society 5.0 の実現を目指し
ている。

スマートシティは，Society 5.0 の先行的な実
現の場となるものである。

⑴　スマートシティとは
スマートシティという言葉は広く使われ，各地

でさまざまな取組が行われているが，政府の施策
におけるスマートシティは「グローバルな諸課題
や都市や地域の抱えるローカルな諸課題の解決，
また新たな価値の創出を目指して，ICT 等の新
技術や官民各種のデータを有効に活用した各種分
野におけるマネジメント（計画，整備，管理・運
営等）が行われ，社会，経済，環境の側面から，
現在および将来にわたって，人々（住民，企業，
訪問者）により良いサービスや生活の質を提供す
る都市または地域」と定義している（図－ 1）。
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図－ 1　スマートシティのイメージ
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⑵　スマートシティの基本コンセプト
スマートシティの基本コンセプトを，「3 つの

基本理念」と「5 つの基本原則」として公表し，
Society 5.0 の先行的な実現の場として，関連府
省が一丸となり幅広い分野のスマートシティに関
連した取組を支援している（図－ 2）。

2.　‌�スマートシティ官民連携プラット‌
フォームにおける取組

スマートシティの普及促進に向けて，関連府省
や民間事業者，大学等の研究機関，地方公共団体

等が連携し，官民の知見を結集してスマートシテ
ィの取組を加速するため，令和元年 8 月に関連府
省が共同で「スマートシティ官民連携プラットフ
ォーム」（以下，「PF」という）を設立した。

PF は，471 の民間事業者，大学，地方公共団
体等の参加を得てスタートし，令和 7 年 11 月末
時点で 987 団体が参加している（図－ 3）。

PF の活動として，ホームページにおいて全国
のスマートシティプロジェクトの紹介や，スマー
トシティの取組を推進する上での自治体ニーズ，
民間事業者等のシーズを掲載するなど情報提供の
充実を図っているほか，解決したい課題を持つ地

図－ 2　スマートシティの基本コンセプト

図－ 3　スマートシティ官民連携プラットフォームの構成
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方公共団体と，解決策やノウハウを持つ民間事業
者とのマッチング支援イベント等を実施してい 
る。

また，これらの活動に加え，共通する課題を持
つ会員等が相互でその解決策を検討する分科会活
動や，関連府省やスマートシティに関連する有識
者を招いてオンラインセミナーを実施してきた。

3.　‌�国が定める特定の政策テーマに関‌
連した先進的な都市サービスへの
実装支援

国土交通省では，令和元年度より民間企業，地
方公共団体等からなるコンソーシアムを対象に，
モビリティ，防災，インフラ，環境などの多分野
において，新技術・官民データを活用し，都市や
地域の抱える課題解決を加速化させるモデル事業
の公募を実施してきた。

これまで，個別地域の課題解決に寄与する多様
なテーマに取り組み，スマートサービスの社会実
装が進んできている一方，国として集中的・戦略
的にデジタル変革に取り組む必要性が増大してい
ることを踏まえ，令和 7 年度は国が定める特定の
政策テーマに関連した先進的な都市サービスにつ

いて，早期に実証からまちへの実装までを一体的
に実施する事業として「戦略的スマートシティ実
装タイプ」を新たに創設し，令和 7 年度スマート
シティ実装化支援事業では，関連府省と合同で公
募・審査等を実施，全 10 地区を選定した（図－
4）。
「戦略的スマートシティ実装タイプ」のうち，

「災害リスク情報を含めたまちづくり計画のデジ
タル化」のテーマで採択した宮城県仙台市では，
都市 OS などを活用したサービスを提供してお
り，さらなる行政施策への反映やまちづくり計画
の高度化・効率化を促進するため，まちづくり計
画等をはじめとした施策検討の高度化に資するデ
ータ・内容の把握や生成 AI 等の有効性を検証す
る実証を行う。データを単に重畳するだけでな
く，生成 AI による視認している情報以外の新た
な気付きが得られるかどうか検証を行うものであ
る（図－ 5）。

令和 8 年度の「戦略的スマートシティ実装タイ
プ」公募に向けては，成熟社会の共感都市再整備
ビジョンの中間取りまとめにおいて，「地域資源
の保全と活用によるシビックの醸成」が取り組む
べき施策と位置付けられている。また，まちづく

図－ 4　令和 7年度スマートシティ実装化支援事業支援地区
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り DX の実現に向けて，スマートシティ実装化
支援事業等について，有識者から俯瞰的立場から
先進技術や関連分野との連携を促進するための助
言をいただく「デジタル情報活用推進コミッティ」
での示唆を踏まえ，新たに「地域資源の発掘・発
信による地域の賑わい・生業創出」の政策テーマ
での公募を検討している。

このテーマでは，地域の多様な資源が十分に利

活用されていない現状を踏まえ，デジタル技術に
よる発掘・発信を通して，地域内外への情報発信
力を高めるとともに，地域の賑わい・生業を創出
することを目的に，デジタル技術を活用し，地域
資源の有効活用によって地域における共創経済の
創出を目指す取組を支援する想定である（図－
6）。

その他，令和 7 年度からの継続政策テーマとし

図－ 5　宮城県仙台市　事例イメージ

図－ 6　令和 8年度新たに公募予定の政策テーマ（案）
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て，「地域における面的な見守りのデジタル化」，
「リアルタイムでの環境情報の提供等による回遊
の高度化（暑熱対策）」についても公募予定であ
る。なお，いずれも最大 1 団体での採択を想定し
ている（図－ 7）。

4.　‌�「スマートシティ推進のための官‌
民連携促進フォーラム」の開催

令和 8 年度公募予定の 3 つの政策テーマについ
て，先進的・独創的なアイディア，知見・ノウハ
ウ，技術・サービス等の情報を参考とするため，
スマートシティ事業に関する情報提供依頼（RFI）

を実施。情報提供いただいた民間事業者等とスマ
ートシティに取り組む地方公共団体や民間事業者
等のマッチングを見据え，前述のスマートシティ
官民連携プラットフォームのイベントの一環とし
て，国土交通省主催で「スマートシティ推進のた
めの官民連携促進フォーラム」を実施した。

さらに，スマートシティモデルが自立・自走し
ている先進地域のモデル・サービスの知見共有に
加え，地方公共団体による民間事業者のスマート
シティサービスの認知および取組機運の醸成を行
うことによる官民連携の促進も目的とした，都市
局のスマートシティ関連イベントでは初の対面開
催も行った。

図－ 7　令和 8年度公募予定の政策テーマ（案）
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⑴　オンライン開催概要
9 月 25 日に行われたオンライン開催では，ス

マートシティ事業に興味・関心のある団体，スマ
ートシティに関連する技術やサービスを活用した
地域課題解決を検討中の団体を対象に，先進団体
である兵庫県加古川市の取組紹介や，都市局が定
める特定テーマに関する技術を持った民間事業者
によるピッチ，ピッチ企業や都市局との個別相談
会を実施した。なお，登壇資料は PF のホームペ
ージに掲載しているので参照されたい（表－ 1）。

⑵　対面開催概要
10 月 27 日に行われた対面開催では，スマート

シティ事業に取り組む意向のある団体やスマート
シティ先進都市の現地視察に興味・関心のある団

体，民間事業者等と直接相談や対話を希望する団
体を対象に，民間主導のまちづくりの取組が進め
られている群馬県前橋市の取組紹介や現地視察，
都市局が定める特定テーマに関する技術を持った
民間事業者によるピッチ，ピッチ企業や都市局と
のサウンディングを実施した。また閉会後には，
登壇者と参加者が自由に意見交換できるネットワ
ーキングの場も設けた（表－ 2）。

午前中は，「前橋モデル」と呼ばれる民間主導
によるまちづくりの取組の概要やスマートシティ
の推進のポイント・課題等について，前橋市，め
ぶくグラウンド株式会社，一般社団法人前橋デザ
インコミッションの 3 者にそれぞれの立場から講
演いただき，まちづくりのインプットをした上で
現地を視察（写真－ 1）。午後は，都市局が定め

表－ 1　オンライン開催プログラム

表－ 2　対面開催プログラム
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る特定テーマに関する技術を持った民間事業者に
よるピッチの後，各テーマ別で地方公共団体の課
題と民間事業者のソリューションをディスカッ 
ションする機会を設けた。

また，閉会後に任意参加としてネットワーキン
グも開催，サウンディングでは意見交換できなか
った参加者間の交流の場を設けたほか，都市局と
の個別相談ブースも設置した（写真－ 2）。

⑶　イベントの効果
オンライン開催では，52 の地方公共団体と 22

の民間事業者が参加し，計 139 名の参加者があっ
た。参加後のアンケートでは，全体を通して参加

者の満足度は高く，特に加古川市からの講演につ
いては 9 割以上が「非常に満足した」，「満足した」
と回答があった。

スマートシティ推進に向けた機会としては，
「オンラインイベント」や「先進事例の共有会」
を求める意見が多く寄せられ，オンラインイベン
トに関する意見としては，「より多くのシーズを
知りたい」や「自治体のほかの事例を知りたい」
といった声があった。

対面開催では，10 の地方公共団体と 18 の民間
事業者が参加し，計 57 名の参加者があった。登
壇者の講演，ピッチ，サウンディングと充実した
内容でのイベントを実施することで，幅広い層へ
満足度の高いセミナーを実施することができた。

特に，現地視察の参加者満足度は高く，任意参
加のネットワーキングにおいては，閉会後におい
ても官民の活発な交流・コミュニケーションが見
受けられた。

参加後のアンケートでは，全プログラム（ネッ
トワーキングを除く）を通じて，「非常に満足し
た」，「満足した」と回答した参加者が 8 割以上で
あり，多くの参加者から高い評価を得られた。

5.　おわりに

今後も政府においては，スマートシティの社会
実装に向けて積極的に取り組んでいく方針であ
る。国土交通省都市局としても，先進的な都市サ
ービスへの実装を促進するとともに，関連府省と
の緊密な連携の下，資金面，ノウハウ面の両方か
らの支援を実施することで，全国各地でスマート
シティが花開くように努めてまいりたい。

写真－ 2　ネットワーキングの様子

写真－ 1　前橋市馬場川通り周辺のまちづくり視察
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